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姶良市の基本情報

薩摩半島と大隅半島の結束点に位置し、鹿児島県のほぼ
中央にある“まち”。
県庁所在地の鹿児島市と日本有数の温泉どころ霧島市に
隣接し、空港や高速道路へのアクセスも容易。
地理的利便性の高いまちとして、人々が移り住んでくる。
また、活火山である桜島を眺めることのできる、きらめく
海と、緑豊かな山々におおわれた自然に恵まれた“まち”。

ー 県央姶良 －

令和4年9月1日現在

78,086人
37,945世帯

31.37％
5圏域

17校区
13,636人

総人口
総世帯数
高齢化率
日常生活圏域
小学校区
18歳未満人口



大口筋白銀坂(おおくちすじしらがねざか) 
〔国指定史跡〕

龍門司坂（たつもんじさか）〔国指定史跡〕

大河ドラマでの撮影が行なわれている。（「篤姫」「竜馬伝」「せごどん」など）

蒲生のクス〔国特別天然記念物〕



姶良市HP→
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新規相談
受付件数

27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 3年度 4年度

182 228 247 283 291 726 424 138

相談支援件数 452 1,088 1,429 3,685 4,220 6,316 6,729 2,644

男性

56%

女性

42%

不明2%

（H27.7から） （8月末集計中）

姶良市社協の自立相談支援実績



主訴 主訴以外

新規相談にかかる相談内容



半数近くは関係機関からのつなぎ
（特に保護係と連携することが多い）

そのほか市役所関係機関、
税務、健康保健、児童福祉、地域包括
支援センター、基幹相談支援センター
ほか、民生委員、医療機関、銀行、
相談支援事業所などなど･･･
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↑コロナ禍で少し相談経路も変わってきている



自立相談支援
必須事業 任意事業

①自立相談 ②就労準備 ③一時生活 ④家計相談 ⑤学習支援

事業実施 ○ ○ × ○ ○

事業開始 Ｈ27.7 Ｈ27.7 - Ｈ29.7 Ｈ29.7

担当職員数
（兼務）

3（2） （1） - （１） 3（2）

（窓口）

本所１か所
支所２か所 姶良市社協利用者

インターネット
環境が必要

Wi-Fi環境でも
使用可

（SNS相談）

実施事業と相談員体制



↑話をするのが苦手な人も
スタンプだけでやり取りができている

↑電話では言いにくいことも伝えられる
（時間の壁がなくなる）



●電話やメールだとなかなか連絡が取りにくい方

●メールアドレスを持っていない方

●電話だと連絡しづらい方 …電話、面談以外にも、自分に合ったツールで。



生活保護担当課

税収納担当課

住宅担当課

学校教育担当課

社協・生困担当

福祉政策担当

消費生活センター

男女共同担当課

女性相談担当課

健康増進担当課

地域包括支援センター

基幹相談支援センター

子ども福祉担当課

保育担当課

ハローワーク

民生委員・児童委員

住居確保給付金
担当

支援調整会議＋支援会議

毎月１回 ２時間程度

お困り支援ネットワーク



○コミュトレ

○料理教室

○就労体験（3日～5日）

○家計セミナー

○履歴書作成・模擬面接

○パソコン講座

就労準備支援事業

姶良市での取り組み（任意事業）



コミュトレ

就労準備支援プログラム

生活改善

PCスキル

就労体験

企業支援

社会参加



かんたん料理教室 PC講座



就労体験
・配送工場
・高齢者施設
・障害者施設
・児童施設
・飲食店





○家計改善セミナー

○家計簿作成支援

○就労支援

家計改善支援事業

姶良市での取り組み（任意事業）



ひきこもりに限らず、生きづらさを抱えている人が対象

ひきこもり、うつ、不登校、社会不安、対人不安
発達障害、PTSD、ADHD、HSP、LGBT・・・

ひきこもり等当事者会

※過去1年以内に自立相談支援機関でかかわったひきこもり（傾向）の方へ案内

共通の抱えている悩みを共感する場

なりたい自分の姿をイメージする場

支援者支援（家族支援）の場





【参加メンバー】

当事者
当事者の親
自立相談支援機関
社協
基幹相談支援センター
就労支援事業所
地域活動センター
行政関係部署（一部）
学生

全員あだ名
で呼び合う



断らない支援

↓

断れない支援

支援者の限界



ケアする側をケアするケア
オレンジテラス

オンラインの相談員の居場所
オンラインお悩み相談会

支援者支援の取り組み







ケアする側が元気でいないと

ケアされる側も元気になれない。

ケアする側が笑顔でいないと

ケアされる側も笑顔になれない。

「少し前向きに考えていこうという気になりました」
「リラックスして気持ちを軽くしよう」
「話を聞いてもらえて良かった」



オンラインお悩み相談会

「断らない支援」と言われ、いつの間にか断ることができず抱え込んで
いませんか。

多様で複合化した生活困窮者の相談に毎日のように向かい合う私たち
相談員。相談員自身も相談者への関わり方や対応方法、アウトリーチ、
ひきこもり、コロナ…などたくさんの「悩み」があると思います。

「お悩み相談会」は、日頃抱えている相談員の「悩み」を共有し、吐き出
せる、また、他の相談員に意見をもらい、自分の枠を飛び越える、新た
な視点を取り入れる、そんな場です。

・自分が困っていることを吐き出す

・他機関が困っていることを知る

・一緒に解決策を考える

・一緒に理想を追求する

・明日からの仕事にワクワクする

・仲間をつくり、仲間とつながる

相談者
対応

支援策制度
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○集合型（土曜・長期休暇）
※第2土曜休み

○訪問型（不定期）

○出張型（不定期）

＜イベント＞
七夕 クリスマス ハロウィン
交流会 むかし遊び お菓子づくり
感謝祭 お仕事を知ろう
戦争を知ろう お金を知ろう
生き物を知ろう 交流会 などなど

学校でも塾でもない、新しい居場所

子どもの学習支援事業

姶良市での取り組み（任意事業）















親の収入が低
い・不安定

十分な教育が受
けられない

読み書き・計算
ができない（生
活の基礎知識が

不十分）

進学や就職で不
利になる

自身の収入が低
い・不安定

次世代の子ども
世代も貧困に

親の収入が
低い・不安
定

による学習
支援

自己肯定
感・自信が
高まる

学習意欲・
進学意欲の
向上

高校・大学
へ進学

将来の選択
肢が増える

自立・安定
した生活

ボランティア
として

に参
加

貧困の連鎖から
脱出！

子どもの貧困 サイクル と マナビバ サイクル



H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

参加実人数 82 276 222 45 102 106

内訳 幼稚園・保育園 3 0 1 0 1 2

小学1年～3年 28 131 104 15 46 40

小学4年～6年 27 89 95 25 44 54

中学1～2年 16 29 19 3 7 9

中学3年 7 22 3 2 4 1

高校1年～3年 1 5 0 0 0 0

延べ参加人数 463 1,772 1,155 428 524 520

子どもの学習支援事業 参加者内訳

参加対象者：学習において何らかの課題を抱える世帯

（R4.8月末）



子どもの学習支援事業 ボランティア内訳

+ ひきこもりの方
大学生

60%

高校生

10%

母子会

5%

民生委員

3%

特別支援学校教員

1%

無職

20%

学習塾講師

1%

無職･･･退職者・主婦、教員OB、
塾講師経験者

ボランティア登録状況 74名（H30）→21名（R4.9月）

大学生12名 高校生3名 一般6名（教員OB含む）
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「マナビバには居場所があるから･･･」

とある中学生の言葉

「いつもマナビバに来てくれるね。」



高校生や大学生のボランティアは
身近なお兄さん、お姉さんのような存在になっている



不登校の子ども、親からの虐待などで将来の目標がない子ども。
人生楽しくないと悟る小学生。



8050
ひきこもり
高齢者虐待
アルコール依存

大人にとっても
社会参加の居場所にしたい









社会不安は社会がつくっている

自分の人生の主人公は自分

その人らしい人生を歩めるように



学習支援マナビバは

子どもだけでなく、大人の居場所にもなっています。

子どもは大人と出会う場所として。

大人は新しい自分を見つける場所として。



● メール：jiritsu@aira-shakyo.jp

●Instagram（インスタグラム）の
ダイレクトメッセージ：ユーザー名：aira_jiritsu

● Twitter（ツイッター）の
ダイレクトメッセージ：ユーザー名：@aira_jiritsu
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